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Molecular Genetic Approaches to Human Diseases

第 4 3 5 回 新 潟 医 学 会

日 時 Jlt'iW63隼 lrjl(iH (い 丁･座 2時 /-.i-r､

会 場 新潟大学医学部研究棟筆 記講義室

詞 金 森山菜昭助教授 (無菌治療郡)

演 者 木南 滝 湖 斗 化芋 1,極目信恒｣ 神細 廿 L･神lti.,酎tI㌦ 高橋'.I;:明 し骨 鋸 J､畑 ∴ J__ 省立 川 眉 r甘 い,

燕出威比高 く第二生化学)歩古川達雄 (第一山内綱)身中方別表 (第三内科)

司会 御存知のようをこ,遺伝子工学的技術の,医療の

みならず各分野をこおけるその役割は夢最近 ます渡す豪華

亨たして きて,不可欠 といって 私過言ではないかと思い濠

十 臨昧 町 ■､昌 一∴行きせ い ごL r･PL､日日lh]'nこmi1_つN.･＼

着用であるばか りでな (∴癌や糖尿病,更には担己免疫

レベルでの機構が解明されつ㌦jあ ります しき更をこ 駅me

lH)t;lt･(､111いntlht･7･;lt))rとし､･､-:r:言葉 も巻で聞 ＼∴二.十亘71

できる今 日こ殿頃です& こび)ような勝運の中で,新潟太

撃で も組み換 え D裾A 未済乗除施設が新設 され芦今後

講座を蔑見てこの方面齢研究が潰す渡す盛んになると思

いますが,その為には学内でどのような番が行なわれ,

どのような研究が可能であるかという事を理解 してお (

寮 も蚤要ではないかと思い,脅 E3のシソポジウムを企画

致 Lました,

済』 というシソポジャムが行なわれま したが,奪回は鮎

pj少 し焦点を絞 って予臨床家に鮎登賓である寮を理解 L

て頂 く為をこも,『遺伝子工学による病出解析とその診断』

ことに したいと思い ます虫発泰の終 った後でフロアの方

から質問を頂だい じで,時間摘 鞍せぼそ職襖の展望をこつ

いても (hL:uSゝi川1､･二∴十畑 ､上1,Fj十∵_右 ;再 十

最声恥p-.I)N:＼‥l･,病囚解阜上し∴､.十一∴ ∴ ･十､吊撒 貯 小

ら話を受け承 りたいと思います.

1 ) I D N Aと病因解析

遺伝病の診断に DMA プロ-ブ卯応用が鐸湧待 蒸れて

いるが, このプ警コ-ブは人間の個体が示す fBNA Uy-A

次構造上の叢をこ基づいている｡ この構造 上の違いが遺伝

子掛 恒ニ原 産すると遺伝病の原因となるが予多 くは非遺

伝 ぎーの中に存在 し,遺伝的多型 と呼ばれている.病気の

診断に遺伝 子中の変殿を直接検出できること転あるがそ

第 一 生 化 学 木 南 凌

摘 ま稀で,多くはそ殿病気の遺伝子の近傍に存在する fBNA

a二'多型を換注目J,病気の診断 に用いられる.扮NA 診断

ところに,他の診断法 (抗原抗体反応を利潤 した方法等)

と比べ義所がある. また,扮紺A はどの組織で 鮎同 止で

あるため苧血液 Imまあれば どa)賭審C)異常で 鮎検出 L
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うるという利点もある中

この DNA の多型は,いわゆるサザソ葡プロット法

をこよって検出 しうる,DNA を制限酵素で切断する時,

制限酵素は特定の塩基配列を認識するがそ殿認識部位に

変異があると切断されな くなる貯この差を RPL㌘S行曽-

ト=･iL･ti日日rI-こ岬11Ll=lIt1日L,.tllI)(車111川-1)Ili州l(.'咋∴ミ膏1こ,
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この沸餅では,こ殿 D附盛 レベルで娩損される多型

を利用 した遺伝子の診断鞭原理について述べたが,その

司愈 どう私ありがとうございました,ただ今木蘭先

の病因解析の他をこ親子鑑別できるというお話でしたがヲ

質問ございますで しょうかめ

軌 ミニサテライ トをプローブとして,例えば培養細胞

を何年も綴代 している屯のとかで,培養細胞の個体とも､

いますか,纏胞の識別をこ応周可能かどうかということな

び)ですが,

諾う M yei豆m凋 SSOCi鼠も既成

木蘭 培養細胞の oTigim は区別できます.現在それ

は,細胞パンクができていまして,その細胞バンクでこ

れを易だ凋すべくやっています.だから例えば,我櫓が虹--

そ銅遠 さ/)かどうか鑑定できます.-駿にミニサテラでト

な減数分裂をこぼ TeCOmb皇mation がよく起こって結構不

安定なんですが,Somaticcei乱では結構安定なのです.

何年 も別櫓に culture しているものを調べてみてもあ

まり変化漁ミ起こっていなも潤 で,そういう意味で安定に

遺伝するものだと考えています,

司会 私共は骨髄移植を畢っても､ますが,時には移植

後で屯白血病職啓発という現象があります,それが donoy

由来の細胞から再発 した殿か賢ある摘 まTeだ廟entか

らの啓発かの鑑別にそのチタこ,メタが応用できるわけで
すね,

衆南 もちろんそれはできます.
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